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〔梗概〕　本書は，“ACritical　Dictionary　of　Psycho－
analysis”by　Charles　Rycroftの全訳である。本書の
ねらいは，フロイトの著作そのものに立脚しながら，そ
の後理論と臨床の両面で著しい発達をとげた精神分析学
の歴史的展開の特色を，周辺の関連領域との関わりをも
含めて明らかにしようとする点にある。
　そのために著老はまず，広く精神分析学一般の専門用
語に明確な定義を与えて，それらが日常の用法との異同
の中で引き起こしがちな誤解を一掃している。
　ついで著者は，精神分析学の個々の用語が引き起こし
た哲学的並びに意味論的な争点にスポットを当てて，同
一の用語が精神分析学のさまざまな流れの中で用いられ
るときの用法の違いを明らかにしている。
　さらに著者は，そこから個々の用語と周辺の関連領域
とのかかわりを明示して，精神分析学一般の特色を浮き
彫りにしようとしている。
　その結果本書は，ラプランシュとポンタリスの手にな
る浩潮な「精神分析学用語辞典」よりいっそう広範な問
題意識に支えられた，きわめてユニークな思想辞典の趣
をも呈することになる。
　じっさい精神分析学と最も関わりの深い精神医学一般
を中心に，心理学をはじめ，生物学，文化人類学，動物
行動学，さらには現象学から実存哲学までをも背後に擁
した本書「批判的精神分析学辞典」は，精神分析学の個
々の用語の定義と解説を通じて，ユングの分析心理学，
アードラーの個人心理学，アンナ・フロイトの児童精神
分析学，エリクソソらに代表される米国の新フロイト学
派，ハルトマンらの自我心理学，メラニー・クライン，
フェアベーン，ウィニコットらの英国対象関係論，ボー
ルビーらの動物行動学的手法に立脚した実証的研究，さ
らにはレインの実存主義的精神分析学など，フロイトの
思想に始まって多くの支流，傍流を従えて発展しつつあ
る精神分析学の流れの真の意義を，読者に正しく伝える
ことに成功している。
　この成功は，著者ライクロフトの深い学識と透徹した
批判眼に負うものであることは言うまでもないが，いま
一つには，ライクロフトの臨床家としての自覚が，精神
分析学の解釈を偏頗な教条主義と無責任な思弁主義から
等しく解放している点も忘れてはならない。
